




























































































































































































































































































































したい」は前年比 0.1pt 減の 87.6％と、ほぼ前
年並みとなった。
・ 志望職種については、「営業企画・営業部門」
が前年比 1.8pt 増の 28.1％と、7年連続の 1位
である。特に文系学生については、男女とも 2
年連続で志望する割合が増加しており、さらに


























































③専門性や、“ やりたい仕事 ” につくことを重視
表 1　調査対象学生	 （単位：人）
学年 男子 女子 計
1 年 0 0 0 0.0％
2 年 9 26 35 70.0％
3 年 2 12 14 28.0％
4 年 0 1 1 2.0％
合計 11 22.0％ 39 78.0％ 50 100.0％
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親からの仕送りなどによる収入 1,791 1,000 5,000
アルバイトなどにより自分で得ている収入 59 100 550
奨学金などで得ている収入 186 50 1,500
その他の収入 92 250 2,500
全体 2,129 1,000 6,000
（n ＝ 45）
注 1． 1人民元 =16円で換算

























教養や視野の拡大 9 23.7％ 10 26.3％
立派な人格形成 3 7.9％ 8 21.1％
専門知識、技術の習得 10 26.3％ 4 10.5％
学問研究 0 0.0％ 1 2.6％
就職に有利 5 13.2％ 4 10.5％
就職に必要な勉強をする 4 10.5％ 4 10.5％
将来の安定した生活 0 0.0％ 5 13.2％
結婚に有利 0 0.0％ 0 0.0％
青春を楽しむ 2 5.3％ 2 5.3％
課外活動に励む 0 0.0％ 0 0.0％
皆が行くから 2 5.3％ 0 0.0％
家族が勧めるから 1 2.6％ 0 0.0％
高校時代等の先生が勧めるから 0 0.0％ 0 0.0％
その他 1 2.6％ 0 0.0％
特に理由はない 1 2.6％ 0 0.0％
（n ＝ 38）

































































































































































働く時間が短い仕事 1 2.4％ 3 7.3％
失業の心配のない仕事 1 2.4％ 4 9.8％
健康をそこなう心配がない仕事 5 12.1％ 2 4.9％
高い収入が得られる仕事 13 31.7％ 17 41.5％
仲間と楽しく働ける仕事 7 17.1％ 5 12.2％
責任者として、采配が振るえる仕事 1 2.4％ 2 4.9％
独立して、人に気がねなくやれる仕事 3 7.3％ 2 4.9％
専門知識や特技が活かせる仕事 7 17.1％ 6 14.6％
世の中からもてはやされる仕事 0 0.0％ 0 0.0％
世の中のためになる仕事 1 2.4％ 0 0.0％
その他 2 4.9％ 0 0.0％
わからない 0 0.0％ 0 0.0％
（n ＝ 41）








仕事を生きがいとしたい 22 44.0％ 20 40.0％ 5 10.0％ 3 6.0％ 50
おもしろい仕事であれば、収入が少なくてもかまわない 9 18.0％ 22 44.0％ 16 32.0％ 3 6.0％ 50
どこでも通用する専門技能を身につけたい 34 68.0％ 10 20.0％ 6 12.0％ 0 0.0％ 50
いずれリストラされるのではないかと不安だ 9 18.4％ 26 53.1％ 10 20.4％ 4 8.2％ 49
いずれ会社が倒産したり破綻したりするのではないかと不安だ 13 26.0％ 13 26.0％ 17 34.0％ 7 14.0％ 50
仕事をしていくうえで人間関係に不安を感じる 7 14.0％ 23 46.0％ 16 32.0％ 4 8.0％ 50
仕事を通じて人間関係を広げていきたい 26 52.0％ 16 32.0％ 6 12.0％ 2 4.0％ 50
仕事はお金を稼ぐための手段であって、面白いものではない 1 2.0％ 16 32.0％ 21 42.0％ 12 24.0％ 50
高い役職につくために、少々の苦労はしてもがんばる 29 58.0％ 13 26.0％ 8 16.0％ 0 0.0％ 50
職場の同僚、上司、部下などとは勤務時間以外はつきあいたくない 1 2.0％ 15 30.0％ 21 42.0％ 13 26.0％ 50
職場の上司、同僚が残業していても、自分の仕事が終わったら帰る 10 20.0％ 13 26.0％ 14 28.0％ 13 26.0％ 50
できることなら終身雇用（無期雇用）で働きたい 12 24.0％ 13 26.0％ 14 28.0％ 11 22.0％ 50




























































人間関係能力 7 15.9％ 6 13.6％
自己統制能力 3 6.8％ 2 4.5％
問題発見・解決能力 17 38.6％ 11 25.0％
論理的思考能力 2 4.5％ 5 11.4％
達成意欲 7 15.9％ 1 2.3％
自信 0 0.0％ 4 9.1％
大学名 0 0.0％ 0 0.0％
大学での専攻 0 0.0％ 0 0.0％
専門的知識・技術 8 18.2％ 8 18.2％
就業経験 0 0.0％ 3 6.8％
職業資格 0 0.0％ 0 0.0％
IT スキル 0 0.0％ 0 0.0％




進んで働きたい 働いてもよい 働きたくない n
アメリカ企業 13 27.1％ 21 43.8％ 14 29.2％ 48
ヨーロッパ企業 15 31.9％ 20 42.6％ 12 25.5％ 47
中国企業 27 55.1％ 21 42.9％ 1 2.0％ 49
韓国企業 2 4.2％ 14 29.3％ 32 66.7％ 48
日本企業 22 46.8％ 21 44.7％ 4 8.5％ 47













長期的な視野で仕事のスキルやノウハウを学べる 19 38.8％ 24 49.0％ 4 8.2％ 2 4.1％ 0 0.0％
自分の専門性を生かせる 19 38.8％ 25 51.0％ 5 10.2％ 0 0.0％ 0 0.0％
経営陣が信用できる 25 51.0％ 22 44.9％ 1 2.0％ 2 4.1％ 0 0.0％
将来のキャリアパスを描くことができる 12 24.5％ 28 57.1％ 6 12.2％ 3 6.1％ 0 0.0％





















家庭生活において、男性も家事や育児を分担すべきである 42 85.7％ 3 6.1％ 4 8.2％ 0 0.0％ 49
収入は主に夫が稼ぐべきである 1 2.0％ 12 24.5％ 23 46.9％ 13 26.5％ 49
女性は結婚したら家庭に入った方がいい 3 6.1％ 7 14.3％ 21 42.9％ 18 36.7％ 49
たとえ経済的に恵まれなくても、気ままに楽しく暮らすほうがいい 18 36.7％ 12 24.5％ 12 24.5％ 7 14.3％ 49
あまり収入がよくなくても、やりがいのある仕事がしたい 12 24.5％ 21 42.9％ 12 24.5％ 4 8.2％ 49
世の中は、いろいろな面で、今よりもよくなっていくだろう 14 29.2％ 23 47.9％ 9 18.8％ 2 4.2％ 48
世の中は、いろいろな面で、今よりも昔のほうがよかった 10 20.4％ 16 32.7％ 17 34.7％ 6 12.2％ 49
自分はいい時代に生まれたと思う 21 42.9％ 22 44.9％ 4 8.2％ 2 4.1％ 49
冒険をして大きな失敗をするよりも、堅実な生き方をするほうがいい 17 35.4％ 16 33.3％ 12 25.0％ 3 6.3％ 48
将来の幸福のために、今は我慢が必要だ 28 57.1％ 17 34.7％ 3 6.1％ 1 2.0％ 49
他人にはどう思われようとも、自分らしく生きたい 24 49.0％ 21 42.9％ 3 6.1％ 1 2.0％ 49
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